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「4. あてはまらない」の 4 段階回答選択肢とし，自記回
答方式とした．
次に，第三者評価の受審の有無については，「1. はい」











「1. 十分あてはまる」「2. ある程度あてはまる」「3. あま



























































　第三者評価の仕組みを理解している 1.03 -0.11 0.3
　福祉サービス第三者評価を知っている 0.63 0.15 0.62
第Ⅱ因子（第三者評価の必要性） 0.36
　サービス提供に関する外部評価は必要である -0.05 0.8 0.49
　サービスの質の向上には自己評価が不可欠である -0.03 0.56 1






平均 SD 平均 SD
第三者評価の理解度 0.227 0.906 -0.116 0.958 2.46*
第三者評価の必要性 0.126 0.824 -0.300 0.929 3.30***
* ｐ＜ .05,      ***p<.001 　 　 　 　 　
カテゴリー N ％
性別 全体 309 100.0 
男 125 40.5
女 184 59.5
年齢 全体 309 100.0 
20 歳代 90 29.1
30 歳代 83 26.9
40 歳代 57 18.4
50 歳代 63 20.4
60 歳代以上 16 5.2














在職期間 全体 309 100.0 
1 年未満 41 13.3
1 年以上 67 21.7
3 年以上 54 17.5
5 年以上 69 22.3
10 年以上 78 25.2
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　（1）1 年未満　（2）1 年以上　（3）3 年以上　（4）5 年以上　（5）10 年以上
6．福祉の仕事に従事している期間はどれくらいですか

















     1．施設において中長期的（3 〜 5 年）な方向性が各職員
に周知されている
1 2 3 4
     2．各職員が施設・事業所の組織運営を理解している 1 2 3 4
     3．施設・事業所でサービスの質向上についての研修会
や勉強会が行われている
1 2 3 4
     4．各職員が意欲を持って業務を行っている 1 2 3 4
    5．各職員が提供しているサービスについての現状と課
題を把握している
1 2 3 4
     6．各職員が施設・事業所の間で他職種と連携している 1 2 3 4
     7．各職員が利用者のプライバシーを守っている 1 2 3 4
    8．利用者の状況等に関する情報を支援する職員間で共
有している
1 2 3 4
    9．各職員が実施されているサービス提供についての意
見や考えがきちんと言える
1 2 3 4
10．記録する職員間で記録内容にばらつきが生じないよ
うな工夫がされている
1 2 3 4
11．施設・事業所では各職員が効果的なサービスを提供
できている
1 2 3 4
12．施設・事業所では各職員が提供しているサービスの
良いところ・悪いところを意識している
1 2 3 4
13．施設・事業所では統一したサービスの質向上につい
ての主体的な取り組みが行われている
1 2 3 4
14．施設・事業所では、サービス提供に対する自己評価
が行われている











1 2 3 4
16．施設・事業所の問題や課題に気付くことがある 1 2 3 4
17．サービス質の向上には、自己評価が不可欠であると
思う
1 2 3 4
18．サービス提供に関する外部評価は必要である 1 2 3 4
19．福祉サービス第三者評価を知っている 1 2 3 4
20．福祉サービス第三者評価の仕組みについて理解して
いる
1 2 3 4
21．福祉サービス第三者評価は質の向上につながると思
う
























2007 年 2006 年 2005 年 わからない
24． 福祉サービス第三者評価をいつ受審されました
か










1 2 3 4











1 2 3 4
26-2 ．1．または 2．または 3．と答えた方、どのよ
うな変化がありましたか
 アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。
ご回答いただきました解答用紙は、添付している封筒に入れ、のりづけをしていただいて無記名で指定の回収ボックス
へ提出をお願いいたします。
